
　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
対
す
る
、
官
民
挙
げ
た
復
興
支
援
の
輪
が
着
実
に
広
が
っ
て
い
る
。
中
国
・
四
国
地
域
は
直

接
の
被
災
は
免
れ
た
も
の
の
、
被
災
企
業
の
設
備
毀
損
や
、
自
動
車
産
業
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
断
絶

き
そ
ん

な
ど
間
接
的
な
影
響
は
大
き
い
。
ま
た
過
度
の
自
粛
ム
ー
ド
や
風
評
被
害
な
ど
で
消
費
が
冷
え
込
み
始
め
て
い
る
。
そ
ん
な

中
で
も
、
各
地
で
被
災
地
・
被
災
企
業
の
復
興
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
力
強
く
な
っ
て
き
た
。
被
災
者
の
受
け
入
れ

や
被
災
企
業
の
生
産
代
替
、
事
務
所
や
工
場
の
緊
急
避
難
へ
の
対
応
な
ど
だ
。
と
り
わ
け
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
た
る
電
力
・
ガ

ス
の
動
き
は
速
か
っ
た
。
ま
た
生
産
活
動
の
基
礎
で
あ
る
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
の
対
応
も
積
極
的
だ
。
　
　

開
栓
作
業
の
打
ち
合
わ
せ

決
壊
し
た
堤
防
を
修
復

イ
メ
ー
ジ
図

広
島
ガ
ス

修
繕
、
開
栓
隊
を
派
遣
グ
ル
ー
プ
あ
げ
復
旧
に
全
力

市民の「言葉」に隊員、士気高まる

中
国
電
力安

全
・
安
心
確
保
推
進
地
域
と
の
対
話
も
拡
大
伊
方
発
電
所

技
研
製
作
所

国
土
防
災
技
術
本
部
新
設
土
木
構
造
物
施
工
法
転
換
促
す

島
根
原
発
で
津
波
対
策
防
波
壁
か
さ
上
げ
な
ど
並
行

四
国
電
力

工作機械業界

緊急支援体制整える

「とにかく動かす」安田工業

　３月 日発生した東日本大震災で被
災した製造業の復旧のため、安田工業
（岡山県里庄町）やシギヤ精機製作所
（広島県福山市）、ホーコス（広島県
福山市）もそれぞれ緊急の支援体制を
整えた。
　中でも安田工業は東北６県でこれま
でに 台以上の納入実績があり、復
旧依頼は関東地方を含め約 件に上
った。同社は震災後まもなく緊急機械
復旧対策本部を発足。本社スタッフと
現地サービス担当者の２人１組で４チ
ームを編成し、被災地に送った。

　チームは３月 日から本格的な復旧
活動を始めた。発生当初のみ１週間で
人員を交代し、以降は２週間交代で対
応にあたった。今回の地震は横揺れが
長かったため、被害は 芯ずれ や据え
付け台からの ずり落ち が多く、オー
バーホールや廃却になる機械はなかっ
たという。

　ただ余震で復旧作業はしばしば中断
した。４月７日、 日の大きな余震で
は作業前の状況に戻ってしまった顧客
もあった。１件あたり３、４時間で終
わる客先もあれば、台数によっては１
日以上かかる顧客もあった。「とにか
く動かすことを優先して復旧に当たっ
た」と守屋登貴保安田工業取締役営業
本部長。同社は４月末までにほぼすべ
ての復旧対応を終えた。これに伴い対
策本部も解散。本社からの応援はひと
まず終了し、現在は通常体制で対応に
当たっている。

電力会社の対応は？

部材、地中に深く押し込む

復興を支援するモノづくり東日本大震災
　
「
地
震
以
来
、
３
週
間
ぶ
り

の
風
呂
。
温
か
い
料
理
も
食
べ

ら
れ
ま
す
。
お
礼
の
気
持
ち
を

込
め
カ
ー
プ
を
応
援
し
ま

す
」
。
広
島
ガ
ス
に
は
い
ま

も
、
仙
台
か
ら
こ
ん
な
メ
ー
ル

が
数
多
く
入
る
。
広
島
ガ
ス
と

広
島
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
は
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
、
仙
台
へ
支

援
部
隊
を
派
遣

し
た
。
出
発
は

３
月

日
。

年
前
の
広
島
県
の
安
芸
灘
沖
を

震
源
と
す
る
芸
予
地
震
の
日
に

あ
た
る
。

　
派
遣
し
た
の
は
ガ
ス
管
の
点

検
、
修
繕
の
「
修
繕
隊
」

勝

矢
英
明
隊
長
、

人

と
、
ユ

ー
ザ
ー
を
訪
問
し
ガ
ス
栓
を
開

く
「
開
栓
隊
」

木
村
和
重
隊

長
、

人

。
修
繕
隊
は
資
機

材
を
満
載
し
た

台
の
車
両
に

分
乗
、
２
日
間
か
け
て
現
地
入

り
。
開
栓
隊
は
列
車
と
バ
ス
を

乗
り
継
い
で

時
間
か
け
て
到

着
し
た
。

　
出
発
式
で
田
村
興
造
社
長
は

「
映
像
を
見
る
た
び
に
胸
が
痛

む
。
派
遣
先
の
仙
台
市
ガ
ス
局

に
は
、
液
化
天
然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ

Ｇ

不
足
時
に
融
通
し
て
も
ら

っ
た
こ
と
も
あ
る
。
恩
返
し

だ
。
作
業
環
境
は
大
変
だ
が
健

康
に
留
意
し
て
任
務
を
遂
行
し

て
ほ
し
い
」
と
送
り
出
し
た
。

　
使
命
感
に
燃
え
て
仙
台
の
土

を
踏
ん
だ
も
の
の
、
現
地
は
想

像
以
上
に
悲
惨
だ
っ
た
。
道
路

は
寸
断
、
が
れ
き
は
散
乱
し
、

土
地
勘
も
な
い
。
そ
れ
に
予
想

以
上
の
寒
さ
、
連
続
す
る
余
震

が
隊
員
を
悩
ま
せ
た
。
山
形
の

宿
舎
か
ら
２
時
間
か
け
て
作
業

現
場
へ
通
い
、
１
戸
１
戸
歩
い

て
訪
問
。
歩
く
距
離
が

を
超
え
る
日
も
珍
し
く
は
な

い
。
極
寒
の
野
外
で
の
長
時
間

の
漏
洩
調
査
も
体
力
を
奪
っ

ろ
う
え
い

た
。

　
そ
れ
で
も
隊
員
の
士
気
は
高

か
っ
た
。
厳
し
い
環
境
下
で
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
て
た
の

は
、
仙
台
市
民
の
喜
び
の
声
や

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
だ
っ
た
。
言

葉
は
ガ
ス
マ
ン
の
「
安
定
供

給
」
と
い
う
遺
伝
子
を
呼
び
起

こ
さ
れ
た
。
全
国
の
ガ
ス
マ
ン

と
の
連
帯
も
隊
員
の
気
持
ち
を

高
揚
さ
せ
た
。
「
全
戸
開
栓
ま

で
が
ん
ば
る
」
と
い
う
意
識
を

隊
員
が
共
有
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。

　
作
業
は
多
発
す
る
余
震
で
点

検
、
修
理
、
再
点
検
と
泥
縄
状

態
の
時
期
も
あ
っ
た
。
４
月
に

入
る
と
、
気
候
も
好
転
、
順
調

に
復
旧
作
業
が
進
ん
だ
。

日

に
は
、
当
初
の
計
画
よ
り
も
半

月
も
早
く
全
戸
の
復
旧
を
終
え

た
。

日
、
首
を
長
く
し
て
待

つ
家
族
や
同
僚
の
も
と
に

人

全
員
が
無
事
帰
還
し
た
。

　
今
回
の
復
旧
活
動
を
通
じ

て
、
派
遣
隊
員
は
ガ
ス
に
対
す

る
責
任
感
と
使
命
感
、
誇
り
と

自
信
を
再
認
識
し
た
と
い
う
。

広
島
ガ
ス
は
帰
任
し
た
こ
の
隊

員
た
ち
の
経
験
と
思
い
を
全
社

員
に
移
植
し
、
顧
客
満
足
度
の

向
上
と
選
ば
れ
る
企
業
グ
ル
ー

プ
を
目
指
す
考
え
だ
。

◇
　◆
　◇

　
隊
員
帰
任
後
の
仙
台
市
民
か

ら
の
メ
ー
ル

抜
粋

　
◎
広
島
ガ
ス
の
方
は
は
つ
ら

つ
と
し
た
方
で
元
気
を
分
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
◎
妊
娠

カ
月
。
お
な
か
の

子
ど
も
の
衛
生
面
が
不
安
で
し

た
。

も
う
ガ
ス
を
使
っ
て
も

大
丈
夫
で
す
よ

っ
て
い
わ
れ

た
時
に
は
、
涙
が
出
ま
し
た
。

　
◎
余
震
の
続
く
中
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
寂
し
い

思
い
を
し
て
帰
り
を
待
っ
て
い

る
隊
員
の
家
族
の
皆
さ
ま
に
は

申
し
訳
な
く
思
い
ま
し
た
。
皆

さ
ま
の
応
援
が
あ
る
限
り
東
北

は
へ
こ
た
れ
ま
せ
ん
よ
。

　
技
研
製
作
所

高
知
市
、
北

村
精
男
社
長
、
０
８
８
・
８
４

６
・
２
９
３
３

は
、
東
京
本

社
内
に
国
土
防
災
技
術
本
部
を

立
ち
上
げ
、
復
興
支
援
の
体
制

を
整
え
た
。
堤
防
な
ど
土
木
構

造
物
の
「
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
構

造
」
へ
の
転
換

を
推
進
し
、
被
災
し
た
湾
港
や

河
川
、
橋
、
道
路
な
ど
の
復
旧

や
、
液
状
化
・
地
滑
り
対
策
へ

の
技
術
支
援
に
注
力
す
る
。

　
今
回
の
震
災
で
、
地
盤
上
に

置
く
方
式
の
従
来
型
コ
ン
ク
リ

ー
ト
堤
防
は
、
津
波
に
よ
り
根

こ
そ
ぎ
削
り
取
ら
れ
る
な
ど
多

く
の
被
害
を
受
け
た
。
「
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
構
造
」
は
、
躯
体
と

基
礎
が
一
体
化
し
た
構
造
部
材

を
、
静
荷
重
で
地
中
に
押
し
込

む
独
自
の
圧
入
技
術
。
地
中
の

奥
深
く
に
差
し
込
ま
れ
る
構
造

部
材
は
、
い
わ
ば
地
球
に
支
え

て
も
ら
う
構
造

に
な
り
、
津
波

被
害
が
あ
っ
た

場
合
で
も
そ
の

場
に
と
ど
ま

り
、
流
さ
れ
る

こ
と
な
く
機
能

を
維
持
す
る
。

省
ス
ペ
ー
ス
で

短
期
間
に
構
築

で
き
る
の
も
特

徴
。

　
同
社
で
は
、

こ
れ
ま
で
世
界

カ
国
以
上
に

わ
た
る
実
績
で

培
っ
た
技
術
力

を
活
か
し
、
国

土
防
災
へ
向
け

た
新
技
術
・
新

工
法
の
開
発
を

進
め
て
い
き
た

い
と
し
て
い

る
。

　
中
国
電
力
は
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

を
受
け
、
島
根
原
子
力
発
電
所

松
江
市

で
津
波
対
策
を
実

施
す
る
。

　
電
源
機
能
が
失
わ
れ
て
も
、

炉
心
や
使
用
済
み
核
燃
料
の
損

傷
を
防
ぎ
、
放
射
性
物
質
の
放

出
を
抑
制
、
冷
却
機
能
の
回
復

を
図
る
た
め
の

措
置
。
並
行
し

て
防
波
壁
の
か

さ
上
げ
や
電
源
の
高
台
へ
の
設

置
も
進
め
る
。

　
津
波
に
よ
り
喪
失
す
る
可
能

性
を
想
定
し
た
三
つ
の
機
能

全
交
流
電
源
、
炉
心
冷
却
機

能
、
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
冷

却
機
能

の
回
復
が
対
策
の
中

心
。
島
根
原
発
１
―
３
号
機
の

う
ち
、
運
転
中
の
２
号
機
で

は
、
す
で
に
緊
急
対
策
を
済
ま

せ
て
い
る
。
定
期
点
検
中
の
１

号
機
も
一
部
を
除
き
実
施
済
み

だ
。
運
転
開
始
前
の
新
炉
の
３

号
機
に
つ
い
て
も
同
様
の
措
置

を
講
じ
る
。

　
具
体
的
に
は
格
納
容
器
ベ
ン

ト

排
気

用
資
機
材
の
確

保
、
高
圧
発
電
車
、
可
搬
式
発

電
機
の
確
保
、
消
防
ポ
ン
プ
に

よ
る
代
替
注
水
手
段
の
確
保
、

訓
練
・
緊
急
時
対
応
手
順
の
確

認
な
ど
。
同
時
に
、
防
波
壁
を

従
来
の
想
定
の
海
抜
９
・
４
―

か
ら
一
つ
の
指
標
で
あ
る

に
か
さ
上
げ

２
年
以

内

す
る
。

　
加
え
て
、
年
内
に
も

想
定

外

の
津
波
で
も
到
達
し
な
い

と
思
わ
れ
る

の
高
台
に
出

力
１
万
２
０
０
０

級
の
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
を
２
台
設
置
す

る
。
原
子
炉
を
冷
や
す
海
水
系

ポ
ン
プ
の
エ
リ
ア
の
浸
水
防
止

壁
も
年
内
に
完
了
す
る
。
建
物

へ
の
浸
水
を
防
ぐ
た
め
、
出
入

り
口
に
水
密
扉
を
２
０
１
２
年

度
末
ま
で
に
設
け
る
。

　
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、

四
国
電
力
も
伊
方
発
電
所

愛

媛
県
伊
方
町

の
安
全
強
化
対

策
を
推
進
す
る
。
電
源
確
保
策

で
は
ま
ず
電
源
車
７
台
を
配
備

し
た
。
５
月
か
ら
は
外
部
電
源

の
多
様
化
の
た

め
、
隣
接
す
る

変
電
所
か
ら
構

内
ま
で
新
た
に
配
電
線
を
２
ル

ー
ト
敷
設
す
る
工
事
を
始
め

た
。
緊
急
時
の
除
熱
機
能
確
保

対
策
と
し
て
は
、
海
水
ポ
ン
プ

モ
ー
タ
ー
の
予
備
品
を
手
配
し

た
ほ
か
、
仮
設
ポ
ン
プ

台
を

追
加
手
配
し
た
。
さ
ら
に
浸
水

対
策
と
し
て
、
安
全
上
重
要
な

機
器
を
設
置
し
て
い
る
建
屋
入

り
口
の
扉
の
水
密
扉
へ
の
変
更

な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。
ま

た
、
全
電
源
喪
失
を
想
定
し
た

訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
ソ
フ
ト

面
で
の
対
策
も
進
め
て
い
る
。

　
５
月

日
か
ら
は
、
伊
方
発

電
所
の
周
辺
地
域
の
顧
客
へ
の

訪
問
対
話
活
動
を
始
め
た
。
同

活
動
は
毎
年
秋
に
実
施
し
て
い

る
が
、
今
年
は
時
期
を
前
倒
し

し
、
さ
ら
に
対
象
範
囲
を
半
径

圏
内
の
約
３
万
戸
に
拡

大
し
て
、
６
月
下
旬
ま
で
続
け

る
計
画
と
し
て
い
る
。

　
四
国
電
力
は
今
後
も
情
報
収

集
を
継
続
し
、
新
た
な
知
見
が

得
ら
れ
た
場
合
に
は
迅
速
・
的

確
な
対
応
に
努
め
、
伊
方
発
電

所
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
全

力
を
注
ぐ
。

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ５月２６日 木曜日 　　


